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はじめに現代こそ日本において「肉」といえば、 買い物へ行けばすぐに手に入り、 外へ食べに行けば食べる事ができる。
















江戸時代を通して、当時の人々に「肉」や「肉食」 どのように意識されてきたのか。本稿で 、 期の

































けば、陳列されている肉は牛や豚といったいわゆる「家畜」であるが、この当時は「家畜」の「肉」ではなく、自然に生息する「野生獣」の「肉」が売られていたようである。しかし「家畜獣 のなかでも、 牛は彦根の「牛肉の味噌漬」に代表されるように、上層階級によっては食されていたようである。庶民階級において 江戸後期～幕末にかけて牛肉食の記事が目立ってくる
が（６）
、それ以前は「野生獣」に関する記事が多い。
しかし、 「家畜獣」 「野生 」といっても、そのカテゴリーの中で、また「肉」となる動物は決まっていたよ






















































































































































































































































































































































































































がら多分に関わりがある。 「日本料理」には「肉」の位置はないに等しい 述べたが、 その「肉」とは「家畜肉」である牛や馬、そして半畜ともいえる豚に対してであったと思われる。
当時の家畜獣と野生獣に対する意識は、 大きく分けて「人 役に立つ動物」と「人に害を与える動物」であっ



















概して見てみると、 先ほど「肉」は「日本の食べ物ではない」 されたと述べたが、 その中でもまた、 牛や馬、
37　　2005 年度文化学会大会から
豚などは主に忌避の対象となり、 『黒白精味集』に見られるような「阿蘭陀食」として、外国のものとして意識されてきた。一方野生獣の肉は、麹町で売られていたように、人々の目に良く触れることもあったであろうし、人に害を与える動物として意識され、そこからも「肉」である意識は持たれていたと思われる。 「薬食い」と称しても、人々の「肉」へ 意識は「食べ物」として意識していたと、川柳の例からも思われるのである。
しかしその「日本の食べ物ではない」という意識は根強く、それは江戸期にシンボルとして扱われ、様々な
論を生みだ 政治的な運動のエネルギーの一つともなっていった。
次章では、 「穢れ」もふくめ、 「肉食」がどのように意識され観念化されていったのかを述べ 行きたい。第二章
　「肉食」とシンボリズム























認められていなかったようである。当時、 「老人富貴のひと色を好み」という箇所からも、肉食を好んで行う人たちがいて、彼らは肉食を行うことで、身体に精力をつけることが出来る 考えていたようである。そして「吁々生を殺すの咎、尤も神国の戒むる所なり。 」の部分からは、動物を殺害することはもっとも神国（つまり日本）において戒めなければならないことであるとする。
この頃、おそらく肉食が人々に広くされ、この場合は精力がつくものとして食べられていたが、それが玄医
にとっては好ましくない状況であったようである。
先述の儒者でもあり医者でもあった香川修徳もまた、肉食が身体にど ように影響を与えるのか 述べ い





















太田錦城は、近頃は肉食 する人が増えてきて嘆かわしいことであると述べ 日本で 肉食をしない「目出
度風俗」があったが、修徳のためにその風俗はなくなってしまったとしている。また「夫が故に悪瘡を発し、中風に類する病を発するもの少なからず」という記述からは、錦城に っ 「肉食」は、身体にとって悪影響を及ぼすものだと考えていたことが見られる。
前述の人見必大『本朝食鑑』においても、身体への影響に言及してい 。必大はなぜ日本人が肉を食べなく

















































は忌避されて と考えられて る。日本におい 「穢れ」は古くか あ たものであり、平安期においても肉食の穢れによる物忌みは行われて たが、それらは社会秩序を保つため も必要なものであった。しかし実際に江戸期に生活していた人々にとっ は、 「穢れ」というよりは一章の『黒白精味集』 見てきたよう 肉の「血」などから、 好まない がいたのだ 思われる。 「穢れ」とされ も は、 かなり観念化され、 実際の「肉食」からは遠くかけ離れたものになっている。
さて、その「穢れ」とはど ようなものであったのか、ここでは国学者によって著された肉食の「穢れ
いうものがどのよう ものであった かを見 きた 。






















































物の道理を辨なき愚俗の喰ふは最もにあれ、物識人が唐人風になりて、獣を喰ふ者抔もありて、甚々可笑しく、不敬なる事なり。唐土に住居する唐人ならば、喰ひても何の惶なく、神に不敬といふもあらねども、皇国の神孫と生れ、天照大御神 御民たる限りは、喰ふべき理にあらず。信州諏訪大神の御祭に、鹿の頭を奉り、且、氏子 人にも、獣肉を喰ふ事を許し給ふ どは 如何なる理にて好ませ給ふか 己が知る事にはあらず。













たように、 「肉食」は「日本の行為ではない」とするものがほとんどであった。それは肉食の習慣のない日本（観念的にであるが）と、 肉食の習慣のある外国と 対比 なり、 その習慣がない日本は、 諸外国に対 優位に立っているとするものも それは一種、当時の日本 アイデンティティの確立の一要素ともなったといえ 。
おわりにこれまで江戸における「肉」への意識と位置、そして「肉食」に対する意識を探ってきたが、まず第一章に








た「本草」に関する書の中でも、 「肉」はよく見られたが、 いわゆる「日本料理」に関する書にはほ んど「肉」は載せられていない。反面 近世における「異国料理」であった卓袱料理や中国料理での文献には「肉」はよく現れてくる。 文献において 「肉」 、 や 「本草」 に分類されればその位置 占め ができるが 「日本料理」という位置 なかった である。しかしその実態としては、江戸期を通して人々は「肉」 対して「食べ物」の意識を持っていたのである、というのが一章で得られた結論である。
二章においては、 「肉食」のシンボリズムについて論じた。ここでは「穢れ」概念を中心にすすめてい たが、
特に国学者においては、 「肉食」の「穢れ」は、 「日本」 アイデンティティの主張（つまり日本で 食をしないということ）の一つとなって、彼らの論に使用されていく 「 の「日本のものではな 」という位置は、実際の「肉食」行為とは別にか り観念化され、論者によってかなり否定されるものとされた。特に宮負定雄にお ては、 「肉食」の 穢れ を外国に対する日本の優位性などに結び付けていく である。
概して、江戸期の日本 「肉」や「肉食」は、 「禁忌」というよりも「日本のものではない」という
意識を持たれ続けていたよう 思う。それ 常 相対化され 意識されるものであり、中国・そして後期には列強に対する日本のアイデンティティ、そして優位性の強調となってい 。
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さて、明治になると、その「肉」 、 「肉食」は近代国家を目指す動きからも、公的に受け入れられるようになっ
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